
九州経済最前線２０１４春

　
九
州
経
済
産
業
局
が

日

に
ま
と
め
た
九
州
地
域
の
２

０
１
４
年
１
月
の
鉱
工
業
生

産
指
数
は
３
カ
月
連
続
の
上

昇
で
、
基
調
判
断
も
「
緩
や

か
に
持
ち
直
し
て
い
る
」
を

据
え
置
い
た
。

年
１
―

月
の
同
指
数
は
４
年
ぶ
り
に

低
下
。
輸
送
機
械
工
業
と
電

子
部
品
・
デ
バ
イ
ス
工
業
と

い
う
基
幹
産
業
が
、
並
ん
で

低
下
要
因
と
な
る
結
果
と
な

っ
た
が
、

年
は
幸
先
良
い

ス
タ
ー
ト
と
な
っ
た
。

　

年
の
自
動
車
生
産
台
数

は
一
部
生
産
の
海
外
移
転
な

ど
で
前
年
に
比
べ
減
少
し
た

も
の
の
、
前
年
の
過
去
最
高

に
次
ぐ
高
い
水
準
を
維
持
。

年
度
ベ
ー
ス
で
は
ト
ヨ
タ
自

動
車
九
州

福
岡
県
宮
若

市

が
、
２
年
ぶ
り
に
生
産

台
数

万
台
を
超
え
る
見
込

み
と
な
る
な
ど
、
生
産
は
好

調
だ
。
た
だ
集
積
回
路

Ｉ

Ｃ

に
つ
い
て
は
生
産
額
・

生
産
数
量
と
も
に
減
少
が
続

く
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

　
産
業
界
の
要
望
が
強
い
原

子
力
発
電
は
、
九
州
で
ま
ず

再
稼
働
す
る
公
算
が
大
き
く

な
っ
た
。
ま
た
そ
の
よ
う
な

状
況
の
中
、
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
で
も
九
州
が
大
き
な

存
在
感
を
放
っ
て
い
る
。
同

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
発
電
設
備
の

認
定
設
備
出
力
は
、
７
１
８

万

で
全
国
の

・
６
％

を
占
め
る

資
源
エ
ネ
ル
ギ

ー
庁
調
べ
、

年

月
時

点

。
中
で
も
出
力
１
０
０

０

以
上
の
大
規
模
太
陽

光
発
電
所
は
３
８
１
万

と
全
国
の

・
８
％
を
占
め

て
お
り
、
ソ
ー
ラ
ー
ア
イ
ラ

ン
ド
の
様
相
を
呈
し
て
い

る
。

　
一
方
で
太
陽
光
発
電
は
固

定
買
い
取
り
価
格
の
低
下
を

受
け
て
、
今
後
の
傾
向
に
は

変
化
が
予
想
さ
れ
る
。
た
だ

大
規
模
発
電
か
ら
中
小
規
模

の
分
散
型
電
源
と
し
て
の
活

用
に
、
活
路
を
見
い
だ
す
中

小
企
業
も
増
え
て
い
る
。
さ

ら
に
洋
上
風
力
や
地
熱
な
ど

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
多
様
化

に
対
し
て
も
、
九
州
は
潜
在

力
を
持
つ
。

　
観
光
分
野
で
は
Ｊ
Ｒ
九
州

の
豪
華
ク
ル
ー
ズ
列
車
「
な

な
つ
星
ｉ
ｎ
九
州
」
が
国
内

外
で
耳
目
を
集
め
る
が
、
九

州
に
は
さ
ら
な
る
目
玉
が
控

え
る
。

年
は
「
明
治
日
本

の
産
業
革
命
遺
産
」
の
世
界

遺
産
登
録
へ
の
取
り
組
み
が

積
極
化
す
る
。
九
州
の
構
成

遺
産
が
多
く
を
占
め
、
稼
働

中
の
設
備
も
含
む
。
日
本
に

お
け
る
産
業
近
代
化
の
礎
と

な
っ
た
こ
れ
ら
施
設
や
設
備

の
前
に
立
て
ば
、
欧
米
諸
国

に
追
い
付
き
、
追
い
抜
こ
う

と
し
た
先
人
の
気
概
が
伝
わ

っ
て
く
る
。

　
現
在
、
九
州
に
吹
く
の
は

追
い
風
だ
け
で
は
な
い
。し

か
し
、そ
の
中
に
あ
っ
て
風

向
き
を
読
ん
で
捉
え
、
ま
た

逆
風
を
推
進
力
に
変
え
よ
う

と
す
る
企
業
の
動
き
が
あ

る
。
力
強
い
九
州
経
済
の
動

き
を
見
て
い
こ
う
。

トヨタ自動車九州（福岡県宮若市）は、九州の伝統工芸品を
内装に用いたカスタムカー「輝匠（きしょう）」を製作。
年度の同社生産台数は２年ぶりに 万台を回復する見込み。

北九州市は北九州学術研究都市（若松区）で「ロボット
道場」を開講。産業用ロボメーカーのＯＢが、地場企業
を対象に基礎的な知識や操作を指導する。

東京大学などが相浦機械（長崎県佐世保
市）で実証中の次世代帆船の硬翼帆。
自然エネルギー活用が九州各地で進むほ
か、長崎では造船と海洋エネルギーを組
み合わせた産業振興が動いている。

ＪＲ九州の豪華クルーズトレイン「ななつ星ｉｎ九州」
は、高額な料金にも関わらず好調。観光の基幹産業化に
向けて地元の期待を背負って走る。

第一交通産業はミャンマーで自動車修理事業を強化。
技能者を日本に受け入れて研修を行う。独立希望者には
帰国後の出資も視野に入れて、ネットワークを構築する。
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